
 

2025 年度八戸学院大学短期大学部 

卒業生に関するアンケート 

集計結果報告 

 

 

 

 

 

 
調査期間：2025 年 7 月 15 日～8 月 20 日 

調査対象：2023 年度卒業生の就職先 

調査方法：幼児保育学科、介護福祉学科の 2023 年度卒業生の就職先へアンケート依頼文を送付

し、Google フォームでの回答をいただいた。 

回答数：就職先【幼保】62 件依頼⇒39 件回答(回答率 63％) 

【介護】17 件依頼⇒8 件回答(回答率 47％) 

       



■幼児保育学科 卒業生に関するアンケート結果 

１．2024 年 4 月より採用していただいた卒業生について 

(1)4 月より採用していただいた卒業生の人数については下記の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)在籍状況 

 

 

 

 

 

 

 

(3)職種 

・在籍者                     ・退職者 

 

 

 

 

 

 

 

(4)雇用形態 

・在籍者                                    ・退職者 

 

 

 

 

 

  



(5)上記の卒業生(在籍者)の能力について 5 段階評価で回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・概ね「とてもある」「ある」の高い評価を得られている。「問題解決能力」「保育に関する知識・技術を持って
適切な判断ができる」については、今後さらに伸長が期待される分野であるため、在学中の授業や実習を通じ
てより実践的かつ主体的に学べる機会を設けることを検討する。 

 

(6)上記の卒業生(在籍者)の施設への貢献度については下記の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「大いに貢献している」「貢献している」の評価は昨年度と同水準であり、非常に高い結果が継続している。今
後も教育内容の充実を図りながら、卒業生が現場で一層の貢献を果たせるよう支援していく。 

  



２．今後本学の卒業生に望むこと(複数回答可) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「積極性」「礼儀作法・言動等」が高い結果となった。「積極性」は、子ども一人ひとりの状況に応じた柔軟な
対応や主体的な行動に直結し、「礼儀作法や言動」の適切さは、保護者や同僚との円滑な人間関係を築く上で欠
かせない要素である。今後も引き続き、教育課程や実習指導の中でこうした姿勢を重視し、さらに実践に活か
せるような機会を提供していく。 

 

3.本学卒業生の在籍者数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「8 人以上」在籍している施設が 38％と昨年度と同様に高い結果となった。就業実績のある施設を選択する傾
向にあることが伺える。 

 

4．本学卒業生の在籍年数と人数について 

 

 

 

 

 

 

 

  

その他内訳： 

・明るさ、柔軟さ、優しさ 

・文章力の向上 

 



■介護福祉学科 卒業生に関するアンケート 

1.2023 年 4 月より採用していただいた卒業生について 

(1)4 月より採用していただいた卒業生の人数については下記の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)在籍状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

  



(5)上記の卒業生の能力について 5 段階評価で回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「とてもある」「ある」の回答が多い結果となったが、「問題解決能力」「知識・技術を持って適切な判断がで
きる」においては改善の余地が見られる結果となった。今後は授業や実習を通じて、状況に応じた判断力や課
題解決力を強化できるような人材育成を目指す。 

 

(6)上記の卒業生の施設への貢献度については下記の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「大いに貢献している」「貢献している」の評価は昨年度と比べ 12％減となったが、「あまり貢献していない」
という回答は昨年度の 13％から０％という結果となった。卒業生の現場での一定の貢献度は維持されており、
今後はさらに高い水準で貢献できるよう、専門性の向上と実践力の強化を図っていく。 

  



2.今後本学の卒業生に望むこと(複数回答可) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「社会人としての礼儀作法・言動等」が最も多く、次いで「協調性」という結果となった。卒業生には社会人
としての基本的態度や円滑な人間関係を築く力が強く求められていることが分かる。 

 

3.本学卒業生の在籍者数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．本学卒業生の在籍年数と人数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

2025 年度八戸学院大学短期大学部 

就職先に関するアンケート 

集計結果報告 

 

 

 

 

 

 
調査期間：2025 年 7 月 15 日～8 月 20 日 

調査対象：2023 年度卒業生 

調査方法：幼児保育学科、介護福祉学科の 2023 年度卒業生へアンケート依頼文を送付し、

Google フォームでの回答をいただいた。 

回答数：卒業生【幼保】72 件依頼⇒ 8 件回答(回答率 11%) 

【介護】13 件依頼⇒1 件回答(回答率 8％) 

  



■幼児保育学科 就職(勤務)先に関するアンケート 

1.回答者について 

(1)性別                   (2)就職地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)現在の勤務地               (4)現在の職業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.雇用形態について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2.転職・退職について 

（1）卒業後の就職先からの転職・退職の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)転職・退職までの期間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)退職理由 

 ・一身上の都合(自己都合) 

 ・契約満了 

  



3.仕事に対する満足度について(5 段階評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．仕事に就いてみて、学生時代に学んでおけば良かったことについて(自由回答) 

・主活動の題材、そのねらいを明確に考えること。 

・乳幼児との関わり方。 

・パソコンを使った作業(より深く)。 

・障害児保育について。 

・いろんな制作のやり方、遊び方、遊びをどう広げていくかなどを学べば良かったと思っています。 

・学生の時にもっと勉強をしておけば良かったと思っています 

・各障がいの詳しい特性や、障がい児との関わり方。 

・年齢問わず楽しめる、ルールが簡単な集団遊び。 

  



■介護福祉学科 就職(勤務)先に関するアンケート 

1.回答者について 

(1)性別                   (2)就職した地域 

 

 

 

 

 

 

 

 (3)現在の勤務地               (4)現在の職業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.雇用形態について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2.転職・退職について 

（1）卒業後の就職先からの転職・退職の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.仕事に対する満足度について(5 段階評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．仕事に就いてみて、学生時代に学んでおけば良かったことについて(自由回答) 

 （回答なし） 


